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Functional differences between subpopulations
of mobilized peripheral blood-derived CD34^+
cells expressing different levels of HLA-DR,





HLA-DR, CD33, CD38, c-kit抗原の発現程度から見
た末梢血CD34陽性細胞の幹細胞特性
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かに異なるものである（Traycoff et al．，Exp Hematol，1994，Hao etal．，Blood，1995）。また、
C－kitの発現でみるとe－kit］ow／‾分画にLTC－ICは存在した。骨髄CD34＋細胞において、LTC－ICは主
にC－kitlow分画に濃縮されC－kit，分画にはほとんど認めない（Gunjiet alリBlood，1993）、臍帯血由



















階のcommitted stem cellに亜分画することが可能であることを示し、効率的な幹細胞のin vitro
増幅や早期の造血回復などの実際の移植治療に道を拓くもので、博士（医学）の学位論文として価
値のあるものと認められる。
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